
デジタル版
2026年

07月30日号
Vol．221

西陣織物産地問屋協同組合が解散
決議

西陣織産地の卸売り事業者で構成する「西陣織物産地問屋協同組合」が５月末で解散した。和装業界の
需要が低迷し、組合員数が激減。新型コロナ以降の2020年からは実質活動が休止状態だった。組合とし

ては、今後の改善の見通しが見えないということで、今回解散に踏み切った。京都地域での和装５団体の
うちの主要な組合だったが、今回存続を断念した。76年の歴史に幕を閉じた。
＜解説＞この組合が1950年に発足。昭和25年、戦後間もない時期だった。前身は西陣着尺と西陣帯地の

買継（かいつぎ）協同会が前身だ。西陣織の産地と問屋をつなぐ機能を
果たした。最盛期は1980年（昭和55年）。組合員数は72社に及び、従業
員総数は1500名弱を有した大手協同組合だった。売上高は1677億円で、

西陣織工業組合（西工）や京都織物卸商業組合（織商）などと並ぶ京都
和装５団体のひとつだった。組合は５月末の定時総会で解散を決議した。
事務所は京都市上京区にあり、将来売却し組合員に分配する予定だ。
バブル崩壊後の1990年代から同組合の企業の売上高は減少の一途を

たどった。和装に親しむ機会が減り、組合としては大規模な和装のイベ
ントなどを開催して、需要の低迷打開を図ったが、コロナ禍でそのイベン

トの開催もままならず、組合を
離脱する企業が続出し、廃業、
解散する企業が続くなど、需
要の低迷を打破する妙案もな
いまま、このたび終焉を迎えた。
和装業界の低迷の影響は、同
組合だけにとどまらない。前述
の大手組合も同様で、そもそも
和装業界の生死がかかってい
る。一時期の需要の10分の１

以下になり、打開策はない。機
会の創出というテーマは正し
いが、生活スタイル自体が 和装から遠く離れた世界になっている。現在、一般人が和装をする機会

と言えば、冠婚葬祭くらいになった。昭和時代のお茶会、パーティなどの
晴れ着としての需要は極端に先細りした。加えて、少子化の影響で結婚
式の機会も減り、大規模な結婚式披露宴も減った。葬儀の際も、家族葬
が中心になり、わずかに喪服の需要があるくらいだ。今後、この傾向が改
善する方向に向かうとは思えない。需要がないところには、需要を創出す
るのが常道だが、この和装業界に関しては生活スタイルと密接に関連す
るので、簡単ではない。また、女性の社会進出という流れもある。和装業
界は、普通の生活から抜け出して、貴重品的な需要になった。そうである
なら、市場が縮小するのは致し方なく、縮小した市場でどう生き残るかを
模索するのが正しい道になる。


